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ミミミッッッドドドマママウウウンンントトトツツツーーールルルバババーーー・・・シシシススステテテムムム
SandSandSand ProProPro®®®/Infield/Infield/Infield ProProPro®®® 304030403040 おおおよよよびびび 504050405040 トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト用用用
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重重重要要要 こここのののミミミッッッドドドマママウウウンンントトトツツツーーールルルバババーーー・・・シシシススステテテムムムををを取取取りりり付付付けけけるるる前前前ににに、、、こここのののシシシススステテテムムムににに使使使用用用可可可能能能なななツツツーーールルルバババーーー
ををを購購購入入入しししててていいいたたただだだくくく必必必要要要がががああありりりままますすす。。。詳詳詳細細細にににつつついいいてててははは、、、代代代理理理店店店にににおおおたたたずずずねねねくくくだだださささいいい。。。

組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 必要なパーツはありません。 – 取り付け前のセットアップを行います。

ボルト（5/16 x 2-1/4 インチ） 2

ナット (5/16 インチ) 2

スカリファイヤ昇降ハンドル・アセンブリ 1

ボルト（1/2 x 3-1/4 インチ） 2

薄いロックナット（1/2 インチ） 2

ディテントプレート 1

222

ノブ 1

スカリファイヤ昇降ハンドル・アセンブリを
取り付けます。

ピボットチューブ 1

エクステンション・スプリング 1

スプリングロッド 1

ピボットチューブブラケット 2

ボルト（3/8 x 3 インチ） 4

ロックナット（3/8 インチ） 6

スプリング･ブラケット 1

333

ボルト（3/8 x 2-3/4 インチ） 1

ピボットチューブとテンションスプリングを
取りつけます。

調整用ロッド・アセンブリ 1

ボルト（1/2 x 1-1/2 インチ） 1444
ロックナット（1/2 インチ） 2

調整用ロッド・アセンブリを取り付けます。

スクリーンパネル 1

平頭ねじ（#10 x 1/2 インチ） 2

右側サドル・アセンブリ 1

左側サドル・アセンブリ 1

ボルト（5/16 x 1インチ） 4

555

ロックナット（5/16 インチ） 4

スクリーンパネルとサドルを取り付けま
す。

666 ツールバー（別売品） 1 ツールバーを取り付けます。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

レバー・アセンブリ 1

ボルト（5/16 x 2 インチ） 1

ロックナット（5/16 インチ） 3

ピボットタブ 1

ツールバーリンク 1

キャリッジボルト（3/8 x 1-1/4 インチ） 1

スペーサ 1

ワッシャ（1 インチ） 1

ロックナット（3/8 インチ） 1

ペダルレバー・アセンブリ 1

リテーナリング 2

ワッシャ（7/8 インチ） 1

ボルト（5/16 x 1インチ） 1

777

偏心ボルト 1

ツールバー上昇ペダルを取付けます。

888 必要なパーツはありません。 – ピボットスイングのテンションと調整用ロッ
ド・アセンブリを調整します。

999 必要なパーツはありません。 – 移動走行時のツールバーの高さを調整し
ます。

シム（パーツ No. 110-7379） 1

シム（パーツ No. 110-7380） 1101010
シム（パーツ No. 110-7381） 1

ツールバーの平行調整を行います。

111111 必要なパーツはありません。 – 書類を読み、保管してください。

1
取取取りりり付付付けけけ前前前のののセセセッッットトトアアアッッップププををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

注注注 スプリングタイン・ツールバーを取り付ける場合
には、このアタッチメントに付いているブラケット
ではなく、スプリングタイン・ツールバーに付属し
ているピボットチューブブラケットを取り付けてく
ださい。詳細については、スプリングタイン・ツー
ルバーの取り付け要領書 をご参照ください。

注注注 ミッドマウントツールバー・システムと共にフ
ロント手動ブレードを取り付ける場合には、ミッ
ドマウントツールバー・システムを先に取り付け
てください。

2
スススカカカリリリフフファァァイイイヤヤヤ昇昇昇降降降ハハハンンンドドドルルル・・・アアアセセセ
ンンンブブブリリリををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ボルト（5/16 x 2-1/4 インチ）

2 ナット (5/16 インチ)

1 スカリファイヤ昇降ハンドル・アセンブリ

2 ボルト（1/2 x 3-1/4 インチ）

2 薄いロックナット（1/2 インチ）

1 ディテントプレート

1 ノブ

手手手順順順

1. 機体後部を持ち上げて支え、後タイヤを外す。

注注注 後ホイールモータマウントの下にブロッ
クを入れて支える。
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2. 右ホイール用のシュラウドをフレームに固定
しているフランジヘッドねじ（4本）を外す
（図 1）。

図図図 111

1. 右側ホイールシュラウド 4. スクリーンパネル

2. ナット (2) 5. ねじ

3. ボルトとワッシャ（2）

3. シュラウドを外して保管する。

注注注 手動ブレード（モデル 08714）を取り付け
る場合には、昇降アーム・アセンブリを取り
付ける前に、右ブレード取り付けブラケット
を外してください。

4. スクリーンパネルをフレームに固定している
ねじ（2本）とボルト（2本）、ワッシャ（2
枚）とナット（2個）を外す（図 1）。

注注注 スクリーンパネルは外して捨てる（ワッ
シャとナットは捨てないこと）。

5. スカリファイヤ昇降ハンドル・アセンブリの取
り付けブラケットを右側フットレストチュー
ブに取りつける；ボルト（1/2 x 3-1/4 イン
チ）2本、薄いロックナット（1/2 インチ）を
使用し、図 2 のように取り付ける。

図図図 222

1. ボルト（1/2 x 3-1/4 インチ） 4. 薄いロックナット（1/2 イン
チ）

2. 取り付けブラケット 5. フットレスト・チューブ

3. スカリファイヤ昇降ハンド
ル・アセンブリ

6. 油圧ライン

注注注 ボルトの頭が外側にくるように、また、
薄いロックナットを使うように注意してくだ
さい。

重重重要要要 付付付属属属部部部品品品にににははは、、、薄薄薄いいいロロロッッックククナナナッッットトトととと厚厚厚
いいいロロロッッックククナナナッッットトトががが入入入っっっててていいいままますすす。。。薄薄薄いいいほほほうううののの
ロロロッッックククナナナッッットトトををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。厚厚厚いいいロロロッッッ
クククナナナッッットトトををを使使使うううとととゆゆゆるるるんんんででできききててて、、、最最最終終終的的的ににに脱脱脱
落落落しししてててしししまままいいいままますすす。。。

注注注 ハンドル・アセンブリは、スクリーンパネ
ルを外して出来た開口部にハンドルを通し、
トラクションユニットの底部を通すようにし
て取り付けます。

注注注 ハンドル・アセンブリを取り付ける際にハ
ンドル・アセンブリを分解しないでください。

6. スカリファイヤ昇降ハンドル・アセンブリに
ディテントプレートを通す。

注注注 ハンドルがディテントプレートとハンド
ルガイドの間を通るようになるのが正しい取
り付けです（図3）。
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図図図 333

1. ロックナット（5/16 インチ）
（2）

5. スカリファイヤ昇降ハンドル

2. 右後フレームチューブ 6. ノブ

3. ディテントプレート 7. ワッシャ (2枚)

4. ハンドルガイド 8. ボルト（5/16 x 2-1/4 イン
チ）（2）

7. ディテントプレートを右後垂直フレームチュー
ブに取り付ける；ボルト（5/16 x 2-1/2 イン
チ）2本と、ワッシャ（2枚）、ロックナット
（5/16 インチ）（2個）を使う（ステップ4で
取り外したものを再使用する）。各パーツは
図 3 のように組み付ける。

8. 昇降レバーにノブを取りつける（図 3）。

9. 昇降ハンドルがディテントプレートのスロッ
ト範囲の全域にわたって動けること、また、
各ディテント位置でロックできることを確認
してください。

注注注 昇降ハンドルがゆるすぎたり、きつすぎ
たりする場合には、ハンドル昇降ピボットの
ロックナットをゆるめて調整してください
（図 4）。

図図図 444

1. ハンドル昇降・アセンブリの
ピボット

2. ロックナット

10. 昇降ハンドル・アセンブリと油圧ラインとの
間のクリアランスを点検する。

注注注 クリアランスは最低でも 3 mm 必要です。
必要に応じて、丁寧に油圧ラインの位置を決
めてください（図 2）。

3
ピピピボボボッッットトトチチチュュューーーブブブとととテテテンンンシシショョョンンンスススプププ
リリリンンングググををを取取取りりりつつつけけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ピボットチューブ

1 エクステンション・スプリング

1 スプリングロッド

2 ピボットチューブブラケット

4 ボルト（3/8 x 3 インチ）

6 ロックナット（3/8 インチ）

1 スプリング･ブラケット

1 ボルト（3/8 x 2-3/4 インチ）

手手手順順順

注注注 スプリングタイン・ツールバーを取り付ける場合
には、このアタッチメントに付いているブラケット
ではなく、スプリングタイン・ツールバーに付属し
ているピボットチューブブラケットを取り付けてく
ださい。詳細については、スプリングタイン・ツー
ルバーの取り付け要領書 をご参照ください。
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1. 延長スプリングを、ピボットチューブのスプ
リングレバーの1つとスプリングロッドに取
り付ける（図 5）。

図図図 555

1. ロックナット（3/8 インチ） 5. エクステンション・スプリング

2. ピボットチューブブラケット 6. スプリングロッド

3. ボルト（3/8 x 3 インチ） 7. 機体正面

4. ピボットチューブ

2. ピボットチューブブラケットを右側に仮止め
する（図 5）。

3. ピボットチューブの右側を、右側ピボット
チューブブラケットに入れる（図 5）。

4. スプリングロッドをスプリングブラケットの
穴に入れ、ロックナット（3/8 インチ）で仮
止めする。

注注注 スプリングロッドは図 6のように組み付
ける。

図図図 666

1. エクステンション・スプリング 4. フレーム

2. スプリングロッド 5. スプリング･ブラケット

3. ロックナット（3/8 インチ） 6. ボルト（3/8 x 2-3/4 インチ）

5. ピボットチューブの左側をフレームまで持ち
上げて、ピボットチューブブラケットと共に
取り付ける；ボルト（3/8 x 3 インチ）2本

とロックナット（3/8 インチ）2個を使用す
る（図 5）。

6. スプリングブラケットを前フレームチューブ
に取りつける；ボルト（3/8 x 2-3/4 インチ）
1本とロックナット（3/8 インチ）1個を使用
する。

注注注 スプリングブラケットは図 6の位置にセッ
トする。

7. 全部のボルトナット類を締め付けるが、スプ
リングロッドを固定しているボルトだけは仮
止め状態にする。

4
調調調整整整用用用ロロロッッッドドド・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり
付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 調整用ロッド・アセンブリ

1 ボルト（1/2 x 1-1/2 インチ）

2 ロックナット（1/2 インチ）

手手手順順順

1. 調整用ロッド・アセンブリの柄の短いのボール
ジョイントを、ピボットチューブの調整ロッ
ドレバーの右にセットする（図 7）。

図図図 777

1. ピボットチューブの調整ロッ
ド用レバー

4. 柄の長いボールジョイント

2. 柄の短いボールジョイント 5. 昇降ハンドル・アセンブリ

3. 調整用ロッド 6. 第2ディテント位置

2. 昇降ハンドルを第2ディテント位置（上から2
番目）に入れる。
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3. 柄の長いボールジョイントを、昇降ハンド
ル・アセンブリの下側にあるスタッドには
め、ロックナット（1/2 インチ）で仮止めす
る（図 7）。

注注注 調整用ロッドを取り付ける時には、このピ
ボットチューブを上下に動かして取り付けに
必要な隙間をつくることができます。

4. 昇降ハンドルを一番下のディテント位置まで
動かす。

5. 調整用ロッドの柄の短いのボールジョイント
を、ピボットチューブの調整用ロッドレバーの
周囲を回転させるようにして、ロッドレバー
の左側に持ってくる。

注注注 調整用ロッドを取り付ける時には、このピ
ボットチューブを上下に動かして取り付けに
必要な隙間をつくることができます。

6. 昇降ハンドルを動かしてボールジョイントの穴
を調整用ロッドレバーの右側に合わせ、ロッ
ドをレバーに固定する；ボルト（1/2 x 1-1/2
インチ）とロックナット（1/2 インチ）を使
用し、図 8 のように固定する。

図図図 888

調整用ロッドが一番下の位置にある状態

1. 一番下のディテントスロット 3. 長い方の端部がナットで固
定される

2. 短い方の端部がボルトと
ナットで左側から固定される

7. 各ボルト・ナットを本締めする。

5
スススクククリリリーーーンンンパパパネネネルルルとととサササドドドルルルををを取取取りりり
付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 スクリーンパネル

2 平頭ねじ（#10 x 1/2 インチ）

1 右側サドル・アセンブリ

1 左側サドル・アセンブリ

4 ボルト（5/16 x 1インチ）

4 ロックナット（5/16 インチ）

手手手順順順

注注注 手動プラウを外した場合には、この時点で取り
付けを行います。

1. 新しいスクリーンパネルを、フレームの開口
部の裏裏裏側側側ににに取り付ける；平頭ねじ（#10 x 1/2
インチ）2本を使用する（図 9）。

G017979

1

2

図図図 999

1. 新しいスクリーンパネル 2. 平頭ねじ（#10 x 1/2 インチ）

2. サドル・アセンブリの後部を、各昇降アーム
に取り付ける；ボルト（5/16 x 1 インチ）1本
とロックナット（5/16 インチ）1個を取り付
ける。

注注注 サドルのスタッドが内側を向くように取り
付けてください（図 10）。

6



注注注 サドルは 図 10 のように組み付けてくだ
さい。

図図図 101010

1. ボルト（5/16 x 1インチ） 3. 昇降アーム

2. サドル 4. ロックナット（5/16 インチ）

6
ツツツーーールルルバババーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ツールバー（別売品）

手手手順順順

重重重要要要 スススプププリリリンンングググタタタイイインンンツツツーーールルルバババーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる場場場
合合合にににははは、、、こここののの手手手順順順ををを飛飛飛ばばばしししててて、、、スススプププリリリンンングググツツツーーールルル
バババーーーににに付付付属属属しししててていいいるるる取取取りりり付付付けけけ説説説明明明書書書ににに従従従っっっててて取取取りりり付付付
けけけてててくくくだだださささいいい。。。そそそしししててて取取取りりり付付付けけけがががすすすんんんだだだららら ツツツーーールルル
バババーーー上上上昇昇昇ペペペダダダルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる へへへ進進進んんんでででくくくだだださささいいい。。。

注注注 ツールバーにピボットブラケットが付いていない
場合には、ブラケットを左側から4番目の歯のとこ
ろに 図 11 のように取り付け、ボルト・ナットを
締め付けてブラケットを歯にしっかり固定してか
ら先へ進んでください。

図図図 111111

1. ツールバー 3. 4番目の歯

2. ピボットブラケット 4. 歯の取り付け金具

1. アタッチメントチューブの左右端部をサドル
にセットする。

注注注 タインの切り刃が前を向くようにセット
してください。

2. 昇降ハンドルを真ん中の位置に動かす。

3. 各サドルの前部を、チューブ・アセンブリに
固定；ボルト（5/16 x 1 インチ）1本とロッ
クナット（5/16 インチ）1個を使用する（図
12）。

図図図 121212

1. サドル 2. アタッチメントチューブ

7



7
ツツツーーールルルバババーーー上上上昇昇昇ペペペダダダルルルををを取取取付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 レバー・アセンブリ

1 ボルト（5/16 x 2 インチ）

3 ロックナット（5/16 インチ）

1 ピボットタブ

1 ツールバーリンク

1 キャリッジボルト（3/8 x 1-1/4 インチ）

1 スペーサ

1 ワッシャ（1 インチ）

1 ロックナット（3/8 インチ）

1 ペダルレバー・アセンブリ

2 リテーナリング

1 ワッシャ（7/8 インチ）

1 ボルト（5/16 x 1インチ）

1 偏心ボルト

手手手順順順

1. レバー・アセンブリの棒をピボットチューブ
の左端部に差し込み、ピボットチューブの外
側から固定する；ボルト（5/16 x 2 インチ）2
本とロックナット（5/16 インチ）1個を使用
する（図 13）。

注注注 ボルトをチューブとレバー・アセンブリ
に通すときに、ねじ入れる必要があるかも知
れません。

図図図 131313

1. レバー・アセンブリ 3. ボルト（5/16 x 2 インチ）

2. ピボットチューブ 4. ロックナット（5/16 インチ）

2. ピボットタブのセンターホールを、ピボット
ブラケットに取り付ける；ボルト（5/16 x 1
インチ）1本とロックナット（5/16 インチ）1
個を使用する（図 14）。

5
1

2
4

3

G004103

図図図 141414

1. ピボットタブ 4. ボルト（5/16 x 1インチ）

2. ピボットブラケット 5. ロックナット（5/16 インチ）

3. ツールバー

3. ツールバーリンクをペダルレバー・アセンブ
リに通し、リテーナリングで固定する（図
15）。

8



図図図 151515

1. ツールバーリンク 4. リテーナリング

2. ペダルレバー・アセンブリ 5. ワッシャ（7/8 インチ）

3. レバー・アセンブリ

4. ペダルレバー・アセンブリのもう一方の端部
の棒部をレバー・アセンブリの先端部に取り
付け、ワッシャ（7/8 インチ）とリテーナリ
ングで固定する（図 15）。

5. 上昇ペダル・アセンブリの曲げ部分が上向き
になっている状態で、ピボットタブの四角穴
を、ツールバーリンクに取り付ける；キャリッ
ジボルト3/8 x 1-1/4 インチ）1本とスペー
サ1個、ワッシャ（1 インチ）1枚、ワッシャ
（13/16 インチ）1枚、ロックナット（3/8 イ
ンチ）を使用し、図 16 のように取り付ける。

図図図 161616

1. ピボットタブ 5. ワッシャ（1 インチ）

2. ツールバーリンク 6. ワッシャ（13/16 インチ）

3. キャリッジボルト（3/8 x
1-1/4 インチ）

7. ロックナット（3/8 インチ）

4. スペーサ

6. 偏心ボルトを、ピボットタブとピボットブラ
ケットの下部に通し、ロックナット（5/16 イ
ンチ）で固定する（図 16）。

1                 2                       4

3

G004106

図図図 171717

1. 偏心ボルト 3. ピボットブラケット

2. ピボットタブ 4. ロックナット（5/16 インチ）

9



8
ピピピボボボッッットトトスススイイインンングググのののテテテンンンシシショョョンンンととと調調調
整整整用用用ロロロッッッドドド・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 昇降ハンドルを一番上の位置に動かす。

2. 図17 に示されているように、トラクションユ
ニットとフレームとピボットチューブ間の距
離を測定する。

図図図 181818

図はマシンの右側を示す

1. この距離を測る。

クリアランスが 0.4-1.1 mm の範囲にない場合
には、調整用ロッドで以下のように調整する：

A. ロッドをピボットチューブに固定してい
るボルトとナットを外す（図 19）。

G003493
1

2

図図図 191919

1. ボールジョイント 2. 隙間を小さくするには

B. ボールジョイント（図18）を回してロッ
ドの長さを以下のように変更する：

• 隙間を大きくするには、ロッドを短
くする。

• 隙間を小さくするには、ロッドを長
くする。

C. ボルトとロックナットでロッドを取り付
け、クリアランスをチェックする。

D. 隙間の大きさが適正になるまでこの調整
を繰り返す。

3. スプリングロッドを固定しているロックナッ
トを回転させて、ロッドのねじ山の長さが 6
mm - 13 mm になってスプリングに張力が掛か
るように調整する（図 19）。

図図図 202020

1. ねじ山の出ている長さが 6 mm - 13 mmになるように調整

注注注 スプリングロッドの長さの調整により、
ツールバーを引き上げる時に必要な力の大きさ
が変わります；ボルトの端部が長いほどツー
ルバーを引き上げるのが簡単になります。適
当な力で引き上げられるようにスプリングを
調整してください。アシストスプリングのテ
ンションが大きいほど、ツールバーに掛かる
地表からの圧力は小さくなります。

4. 右側ホイールシュラウドを取り付ける。

5. 後タイヤを取り付け、機体後部を支えていた
角材などの支えを取り外す。

注注注 ラグナットを 61-75 N-m（6.3-7.6 kg.m）
にトルク締めする。

10



9
移移移動動動走走走行行行時時時のののツツツーーールルルバババーーーののの高高高さささ
ををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 昇降ハンドルを移動走行位置（一番上のノッ
チ）に動かす。

2. 偏心ボルトを左右どちらかに回して、ツール
バーのタインが昇降アームのノッチに対して
平行になるようにする（図 17 と 図 21）。

重重重要要要 偏偏偏心心心ボボボルルルトトトののの回回回転転転範範範囲囲囲ははは 360360360 度度度未未未満満満ででで
すすす。。。偏偏偏心心心ボボボルルルトトトががが回回回らららなななくくくなななっっったたた場場場合合合ににに無無無理理理
ににに回回回すすすととと破破破損損損しししままますすす。。。反反反対対対方方方向向向ににに回回回しししててて調調調整整整
しししてててくくくだだださささいいい。。。

図図図 212121

1. 望ましい位置；昇降アーム
のノッチに平行

2. 昇降アームのノッチ

3. センターピボットのボルトを（図13の4）
を 175～225 in-lb.（20～25 Nm = 2.1～
2.5 kg.m）にトルク締めする。

4. 偏心ボルトをのナットを締め付けて固定する；
締め付けすぎないように注意すること。

5. アタッチメントの動作を試運転で確認する。

10
ツツツーーールルルバババーーーののの平平平行行行調調調整整整

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 シム（パーツ No. 110-7379）

1 シム（パーツ No. 110-7380）

1 シム（パーツ No. 110-7381）

手手手順順順

ツールバーの取り付けが終了し、ボルト類の締め付
けが終わったら、以下の手順でツールバーが水平
であることを確認する。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 全部のタイヤの空気圧が同じに調整されてい
ることを確認する。タイヤ空気圧の点検方法
については、オペレーターズマニュアルを参
照のこと。

3. ツールバーを下降させ、ツールバーの歯がちょ
うど床面に触れるようにする。

4. ツールバーの左右にわたって歯がむらなく床
に接触していればツールバーは水平である。

注注注 水平でない（左右どちらかが接触している
のに他方が接触していない）場合には、ツー
ルバーを調整する。以下の手順を繰り返しな
がら水平調整を行う。

5. 浮いている方のツールバーの歯から床面まで
の距離を測り、以下の表でどのシムを取り付
けるのが最も適当かを判断する。

シシシムムムパパパッッッククク（（（厚厚厚さささはははイイインンンチチチ表表表示示示））） エエエッッッジジジののの外外外側側側にににおおおけけけるるる歯歯歯ののの高高高
さささののの変変変化化化

110-7379 （0.0747 インチ） 1/8 インチ（6,4 mm）

110-7381 （0.1345 インチ） 1/4 インチ（6,4 mm）

110-7379 および 110-7381
（0.2094 インチ）

9.5 mm

110-7380 （0.25 インチ） 7/16 インチ（11 mm）

110-7379 および 110-7380
（0.3247 インチ）

9/16 インチ（14 mm）

6. ピボットチューブブラケットを固定している
ボルトをゆるめてフレームとピボットチュー
ブブラケットとの間に隙間を作る（図 22）。

11



図図図 222222

1. シム 3. ボルト

2. ピボットチューブブラケット

注注注 シムを取り付けるためにピボットチューブ
ブラケットに手が届かない場合には、上昇ペ
ダルを外してください。ツールバー上昇ペダ
ルを取付ける を参照。

7. シムを必要数取り付けて、ゆるめてあったボ
ルトを締め付ける。

8. ツールバーが水平になったことを確認する。水
平になっていない場合にはもう一度調整する。

11
書書書類類類ををを読読読みみみ、、、保保保管管管すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 書類を読む。

2. 安全な場所に書類を保管する。

運運運転転転操操操作作作
• ツールバーを下降させるには、昇降ハンドルを

左に動かし、そこから下げて、次に右に戻し、
適当なディテントにセットします。

• ツールバーを上昇させるには、昇降ハンドルを
左に動かし、そこから上げて、次に右に戻し、
適当なディテントにセットします。

• ツールバーを上昇させて移動走行位置にロック
するには、昇降ハンドルを一番高い位置にして
ツールバー上昇ペダルを踏み込みます。

• ツールバーを移動走行位置から外すには、昇降
ハンドルを下げます。

注注注 スカリファイヤ・ツールバーでは、歯が減っ
てきたら上下を入れ替えて反対側の歯を使う
ことができます。

注注注 希望する状態にセットするには、ツールバー
をまず深めに下げて、その位置から戻すように
するとうまくいきます。

• 使用中、ツールバーを希望位置にセットしてゆっ
くりバックするとツールバーが下がってきてセッ
トされます。セットできたら前進に切り替えて
作業に入ります。ツールバーの歯が地表面に当
たってツールバーが使用位置にセットされます。

ツツツーーールルルバババーーーののの下下下向向向ききき圧圧圧力力力ををを調調調整整整
すすするるる
ツールバーの下向き圧力（地表面を削る力）を調整
するには、調整用ロッドのスプリングのテンション
を調整します。3/4 インチのレンチを使って、調
整用ロッドのスプリングスリーブのキャスティン
グ部分を右ねじ方向に締めていくと下向き圧力が
強くなり、反対方向に回転させると、圧力が小さ
くなります（図 23）。

注注注 この調整によってピボットスイングのテンション
と調整用ロッド・アセンブリを調整する で行った
調整が変わることはありません。

図図図 232323

1. 調整用ロッド・アセンブリ 3. 下向き圧力を小さくする

2. スプリングスリーブのキャ
スティング

以下の表と図を使ってツールバーの下向き圧力を
調整します（図 24）。

スススプププリリリンンングググののの力力力

長さ（mm） 力（kg）

76 108

73 152

70 195

12



67 239

64 283

図図図 242424

1. スプリングスリーブのキャ
スティング

2. スプリング

13



故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. 延長スプリングゆるすぎる。 1. スプリングロッドを固定しているナットを
締め付けて延長スプリングにテンション
を掛け、必要に応じてツールバーの水
平調整を行う。

2. ベルクランクまたはハンドル・アセンブ
リが固すぎる。

2. ベルクランクとハンドル・アセンブリをス
カリファイヤ取り付けアセンブリに固定し
ているナット（2個）をゆるめる（パーツに
ついては パーツカタログ を参照）。軽く
締め付け、そこからわずかに戻して自由
に回るようにする。

アタッチメントを引き上げるのに非常に力
が要る

3. 調整用ロッドが昇降アームの外側（右
側）のエッジに取り付けてある。

3. 調整用ロッドは昇降アームの内側（左
側）のエッジに取り付けなければいけな
い；「調整用ロッド・アセンブリを取り付
ける」の項を参照。

ハンドルがディテントにロックされない。 1. ハンドルをスカリファイヤ取り付けアセン
ブリに固定しているナットがきつすぎる。

1. ハンドル・アセンブリをスカリファイヤ取り
付けアセンブリに固定しているナットをゆ
るめる（パーツについては パーツカタロ
グ を参照）。軽く締め付け、そこからわず
かに戻して自由に回るようにする。

1. 偏心ボルトの調整が必要。 1. 刈高を調整するを参照してください。ツールバーが十分に高い位置まで上がらな
い 移動走行位置にある時に

2. 調整用ロッドが長すぎる。 2. 調整用ロッドを短く調整する；ピボットス
イングのテンションと調整用ロッド・アセ
ンブリを調整するを参照。

アタッチメントの下向き圧力が小さすぎる。 1. 調整用ロッドのスプリングテンションが
不十分。

1. 下向き圧力を調整するを参照。

旋回するときに地表面との接触が不均一
になる

1. 旋回時にトラクションユニットが傾いて
いるのが原因。

1. サイドが硬いタイヤ（オプション；代理店
にて入手可能）を取り付ける。

異物に当たるとマシンが停止する。 1. 調整用ロッドの取り付け方が間違って
いる

1. 調整用ロッド・アセンブリを取り付ける
を参照。

ツールバーの歯が水平でない 1. 不適切なシムパックを取り付けている。 1. シムパックを取り付けるを参照。

14
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠
陥に対して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時
点までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以
外のすべての機器に適用されます（エアレータ製品については別途保証
があります）。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製
品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運
賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740

E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生した
故障や不具合。これらの製品については、別途製品保証が適用され
る場合があります。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリング（シールドタイプ、グリス注入タイ
プ共）、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品とし
てダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、
薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料（ガソリン、軽油、バイオディーゼルなど）
を使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために発
生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証に
より保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となりま
す。部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊
社が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンン・・・バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証：：：

ディープサイクル･バッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に
放出することのできるエネルギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わ
ります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電
が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このよう
な通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注：（リチウムイオンバッテリーについて）：リチウムイオンバッテリーには、そ
の部品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品が
あり、その保証は期間割保証（補償額逓減方式）となります。さらに詳しい情
報については、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交
換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、これら
に関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証によ
り、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によっては、
お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定められ
たエンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは
別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照くださ
い。上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。
くわしくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されてい
る、エンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へおたずねくだ
さい。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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